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● セミナーの受講申込みについて ●

①

②

株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

『ガラス(2日間)【WEBセミナー】』 セミナー申込書

会社・大学

ＦＡＸ

お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO.2503107

◆日　時：

◆会　場：WEBセミナー　

◆聴講料：1名につき110,000円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。

●講師：ＧＭＳ研究所 代表 博士（工学）　荒谷 眞一 氏　（元・セントラル硝子(株)、元・帝京大学）

2025年03月25日（火） 10:30～16:30
2025年03月26日（水） 10:30～16:30

　ガラスは、その組成や構造を変えることにより種々の希望する特性を容易に得るこ
とができる有用な材料です。一方、脆性破壊を示す代表的な材料でもあり、強度や
破壊に対する保証が極めて難しい材料でもあります。
　ガラスの破壊は、ガラス組成、クラック伝播と分岐、内応力の違い、破壊モードや
負荷の違い等により大きく異なります。破壊やクラック伝播の状況を的確に把握する
ことができれば、強度に対する多くの情報を得ることができます。しかし、これらに関
する情報は明確に整理されているとは言えず、有効な利用がなされているとは言え
ないのが実情です。
　ガラスの破壊や強度に対し、どのように考えるべきかという観点を中心に上述の項
目をお話します。従来の強度測定法に加え、衝撃波によるセキュリティレベルの強
度試験法やQuasi-static試験法も紹介します。特に、後者では室温でも応力緩和
現象が存在するという従来概念とは異なった結果を得ていますので、簡単に説明し
ます。「ガラスの破壊と強度」の基礎概念が中心ですが、翌日開催の「強化ガラスと
クラック伝播」と併せて聴講されると、さらに理解が深まると思います。

　ガラスの破壊は表層から開始することが多く、圧縮応力下では破壊がほとんど進
展しないという知見から表層の圧縮応力の値を大きくした強化ガラスが開発されま
した。強化ガラスは大きく熱強化ガラスと化学強化ガラスに分けられますが、その特
徴は異なっています。熱強化ガラスは破壊時に断片化現象を示すことから安全ガ
ラスとして、化学強化ガラスは薄い板や複雑な形状の強度増加ガラスとして広く世
の中で使われています。
　熱強化ガラスの破壊時のクラック伝播速度は約1500m/sと高速であり、その観察
には特殊な装置が必要でその解析も難しく、安全性を高めるのは容易ではありま
せん。また、化学強化ガラスでも化学強化後の反りを始めとして問題も数多くありま
す。
　熱強化ガラスや化学強化ガラスの強化メカニズム、ガラス組成や物性からの易強
化性（強化のし易さ）推定、高速度観察手法を始めとして、基礎的な事項からお話
します。

１．ガラスと破壊の基礎
２．破壊に寄与する因子
　2-1．ガラス組成　　2-2．表面欠陥と雰囲気の影響
　2-3．圧縮応力と引張応力　　2-4．主応力と垂直応力則　
３．板ガラス商品とその破壊現象
　3-1　板ガラス　　3-2　フロートガラス　　3-3　網入りガラス
　3-4　合わせガラス　　3-5　熱強化ガラス　3-6　化学強化ガラス
４．ガラス強度測定法
　4-1．ガラス強度測定の基礎　　4-2．Strength レベル
　4-3．Safety レベル　　4-4．Security レベル
　4-5．熱的破壊強度（熱割れ試験，水中投下法）
５．新たなガラス強度測定法
　5-1．反力試験法　　5-2．Quasi-static試験法
６．室温での応力緩和現象
　6-1．ガラスは固体か液体か

１．強化ガラスの基礎（強化ガラスとは？）
　1-1．強化ガラスとは？
　1-2．強度と破壊の基礎知識
　1-3．熱強化ガラスの製造と問題点
　1-4．安全ガラスとしての熱強化ガラス
　1-5．化学強化ガラスの製造と強化メカニズム
　1-6．化学強化ガラスの問題点と対策
２．強化メカニズムと易強化性
　2-1．易強化性とは　　2-2．熱強化ガラスの易強化性
　2-3．化学強化ガラスの易強化性
　2-4．熱強化ガラスと化学強化ガラスの違い 
３．熱強化ガラスのクラック伝播観察
４．Caustics 法による観察と主な知見
５．クラック伝播と分岐のメカニズム　　
６．熱強化ガラスの安全性

【前編】　ガラスの破壊と強度

【後編】　強化ガラスとクラック伝播現象

3月25日 10:30～16:30

3月26日 10:30～16:30

ガラスの破壊と強度および

　　強化ガラスとクラック伝播現象〈2日間〉
https://www.rdsc.co.jp/seminar/2503107

～ガラスの基礎・入門編～

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき99,000円（税込）

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で110,000円（税込））


